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━ 会社概要 ━ 

 

（１）名称 

   株式会社コスモ・サイエンス 

（２）所在地 

   〒254-0014 神奈川県平塚市四之宮７丁目３番１０号 

（３）代表者 

代表取締役   松尾 昭憲 

（４）環境管理責任者 

総務・経理課 課長 松尾 隆広 

E-mail:takahiro_matsuo@cosmo-science.co.jp 

TEL 0463-51-2031 

FAX 0463-51-2034 

（５）事業内容 

１）真空及び一般装置設計･製作 

２）真空及び一般装置受託製造 

３）真空及び一般装置修理･改造･移設 

４）各種配管設計･施工 

５）部品加工･販売 

（６）事業規模等 

   １）資本金：1,000 万円 

   ２）売上高：11億 30 百万円（2016 年 7月～2017 年 6 月） 

   ３）従業員：75名（対象範囲）2018 年 1 月末現在 

（製造部製造技術課 3係、および製造部物流係は顧客の工場に常駐し、同工場は ISO-14001 認証

を取得しその指導下で活動をしている為、本登録範囲から除く。） 

   ４）敷地面積：3,710ｍ2 

   ５）延床面積：2,576ｍ2 

   ６）事業年度：7月～翌年度 6月 

   ７）実施及び運用期間：2017 年 1月～2017 年 12 月 
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━ 環境負荷の状況 ━ 
 

項目 2010 年度 2011 年度 2012 年度 2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度  2017 年度 

電力 464.11千kWh  433.15 千 kWh 293.22千kWh 396.42千kWh 436.43千kWh 403,87千kWh 522.2 千 kWh  592.1 千 kWh 

CO2 総排出量 ﾃﾞｰﾀなし ﾃﾞｰﾀなし 159,837kg 172,719kg 185,499kg 179,740kg 225,930kg 253,139kg 

廃棄物 ﾃﾞｰﾀなし ﾃﾞｰﾀなし 4,277 kg 6,552 kg 7,281 kg 6,018kg 6,336kg  7,455kg 

水道 335 m3  367m3  387 m3 497 m3 577 ㎥ 539 ㎥ 564 ㎥ 635 ㎥ 

化学物質 
ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 460 kg  720 kg  100 kg 0 kg 0 kg 0 kg 0 kg 0 kg 

ＩＰＡ 308 kg  434 kg  280 kg 266 kg 196 kg 252 kg 182 kg 182 kg 
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━ 環境目標 ━ 

                               平成 29 年 12 月 8日 

取組項目 基準年 年次目標 

【2010～11 年度】 

2010 年 7 月 

～ 

2011 年 6 月 

【2017 年度】 

2017 年 1 月 

～ 

2017 年 12 月 

【2018 年度】 

2018 年 1 月 

～ 

2018 年 12 月 

【2019 年度】 

2019 年 1 月 

～ 

2019 年 12 月 

（１）二酸化炭素排出量の削減 

１）電力使用

量の削減 

基準年度実績 

464.113 kWh 

基準年度同月比 

7 ％削減 

総量 or 売上高比 

基準年度同月比 

8 ％削減 

総量 or 売上高比 

基準年度比 

9 ％削減 

総量 or 売上高比 

２）ガソリン 

使用量の削減 

基準年度実績 

 7,741 ㍑ 

 

基準年度同月比 

7 ％削減 

総量 or 売上高比 

基準年度同月比 

8 ％削減 

総量 or 売上高比 

基準年度比 

9 ％削減 

総量 or 売上高比 

（２）廃棄物排出量の適切な管理及び抑制・削減 （目標設定） 

１） 

段ボール 

基準年度値 

（2014 年）1％削減 

220 kg/月 

基 準 年 度 比 

4 ％削減

総量 or 売上高比 

基 準 年 度 比 

5 ％削減 

総量 or 売上高比 

基 準 年 度 比 

6 ％削減 

総量 or 売上高比 

２） 
雑誌・本類など 

基準年度値 

（2014 年）1％削減 

150 kg/月 

基 準 年 度 比 

4 ％削減 

総量 or 売上高比 

基 準 年 度 比 

5 ％削減 

総量 or 売上高比 

基 準 年 度 比 

6 ％削減 

総量 or 売上高比 

３） 

燃やせるゴミ 

基準年度値 

（2014 年）1％削減 

200 kg/月 

基 準 年 度 比 

4 ％削減 

総量 or 売上高比 

基 準 年 度 比 

5 ％削減 

総量 or 売上高比 

基 準 年 度 比 

6 ％削減 

総量 or 売上高比 

（３）コピー用紙使用量の適切な管理及び抑制・削減 

コピー用紙購入

量の削減 
基準年度値（新） 

240,000 枚 

(A4 換算) 

４％削減 

基準年度同月比 

7 ％削減 

総量 or 売上高比 

基準年度同月比 

8 ％削減 

総量 or 売上高比 

基準年度同月比 

9 ％削減 

総量 or 売上高比 

（４）水道使用量の適切な管理及び抑制・削減 

水道使用量の

抑制・削減 

基準年度値 

（2014 年）1％削減 

50 ㎥/月 

基 準 年 度 比 

4 ％削減 

総量 or 売上高比 

基 準 年 度 比 

5 ％削減 

総量 or 売上高比 

基 準 年 度 比 

6 ％削減 

総量 or 売上高比 

（５）グリーン購入の推進 

事務用品についてグリーン商品購入金額

比率を高める（代替品有り品目対象）90％ 
グリーン比率 

93 ％ 

グリーン比率 

94 ％ 

グリーン比率 

95 ％ 
（６）有害化学物質の使用量の抑制、ジクロロメタン使用量 「0」 

（７）製品・サービス（環境負荷の少ない梱包推進、使用量の削減） 

梱包材使用量

の削減 

基準年度値 

（2014 年）1％削減 

60 kg/月 

基 準 年 度 比 

4 ％削減 

総量 or 売上高比 

基 準 年 度 比 

5 ％削減 

総量 or 売上高比 

基 準 年 度 比 

6 ％削減 

総量 or 売上高比 
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━ 環境活動計画 ━ 

 

（１）二酸化炭素排出量の削減 

   １）購入電力の抑制 

     ・ﾋﾟｰｸﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ機器（2器）の活用により節電に努める。 

     ・空調の適温化（冷房 28℃、暖房 20℃を目処に）を徹底する。 

     ・空調を必要な区域、時間に限定する。 

     ・空調の保守点検をこまめに実施する。 

     ・照明の適正化、昼光の利用、スイッチの適正管理を進める。 

   ２）自動車燃料の使用量の節約及び燃費の改善（エコドライブの推進） 

     ・ふんわりアクセル 

     ・加減速の少ない運転 

     ・早めのアクセルオフ 

 

（２）廃棄物排出量の適切な管理及び削減 

１）廃棄物分別の徹底と計量の実施 

  ・一般廃棄物の適切な管理。 

２）コピー用紙購入量の削減 

  ・裏紙を積極的に利用する。 

  ・両面コピーを活用する。 

  ・電子化を推進する。 

   

（３）水道使用量の把握 

  ・使用量を把握し、異常値などの早期確認と節水の推進をする。 

 

（４）グリーン購入の推進 

     ・事務用品についてグリーン商品代替品購入金額比率を高める。 

 

（５）化学物質の適切な管理及び使用量の抑制 

     ・化学物質の適切な管理を実行する。 

・有害化学物質使用量の抑制を行う。 

 

（６）環境負荷の少ない梱包の実施 

・発注量をﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞして、使用量の抑制を推進する。 
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━ 環境経営システム組織図 ━ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象組織 ： 【 破線内部門 】 

 

除外部門 ： 

製造部製造技術課 3係、および製造部物流係は顧客の工場に常駐し、同工場は ISO-14001 認証を

取得しその指導下で活動をしている為、本登録範囲から除く。 

代表者 
松尾昭憲 

ＥＡ21 事務局 

環境管理責任者 
松尾隆広 

ＥＡ推進委員会 

統括本部 資材管理部 技術部 営業部 製造部 

製造技術課 3 係 

物 流 係 
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━ 環境経営システム 役割・責任・権限表 ━ 

 役割・責任・権限 

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任 

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技術者を準備 

・環境管理責任者を任命 

・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知 

・環境目標・環境活動計画書を承認 

・代表者による全体の評価と見直しを実施 

・環境活動レポートの承認  

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理 

・環境関連法規等の取りまとめ票を承認 

・環境目標・環境活動計画書を確認 

・環境活動の取組結果を代表者へ報告 

・環境活動レポートの確認 

EA21 事務局 ・EA21 推進委員会の事務局 

・環境活動の実績集計 

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口 

・環境活動レポートの作成、公開 

（事務所に備付けと地域事務局への送付） 

EA21 推進委員会 ・環境管理責任者の補佐 

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施 

・環境目標、環境活動計画書原案の作成 

・環境関連法規等取りまとめ表の作成 

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施 

部門長 ・自部門における環境経営システムの実施 

・自部門における環境方針の周知 

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施 

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告 

・特定された項目の手順書作成及び運用管理 

・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成 

テスト、訓練を実施、記録の作成 

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施 

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚 

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加 
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━ 2017 年 1 月～12 月の環境目標と実績とその評価 ━ 

 

１．二酸化炭素排出量の削減 

１）目標：電力使用量(kWh)の削減 基準年度比 7％削減   

項目 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 累計 

基準年度値 41319 44139 35099 35622 29660 28752 47784 47976 41146 41625 33974 37017 464,113 

目標値 38427 41049 32642 33128 27584 26739 44439 44618 38266 38711 31596 34426 431,625 

原単位実績値 25361 28815 26561 28854 22537 23397 24819 21861 23476 22449 18447 23779 290,356 

目標値比（累計） -34% -32% -28% -25% -24% -22% -26% -30% -31% -32% -33% -33% -33% 

結果 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

活動内容 （冬季） 

・エアコン設定温度

20℃ 

・照明、適切な on-off 

 

・照明、適切な on-off 

（夏季） 

・ エアコン設定温度 

28℃(事務所) 

25℃(事務所以外) 

・  照明、適切な on-off 

・ 遮光遮熱シート取付 

(2 階事務所) 

・ﾋﾟｰｸﾃﾞﾏﾝﾄﾞ管理 

（冬季） 

・エアコン設

定 温 度

20℃ 

・照明、適切

な on-off 

・ﾋﾟｰｸﾃﾞﾏﾝﾄﾞ

管理 

 

評価 高い設備稼働率は継続しているため電力使用絶対値量は増加したが、原単位評価では目標値を達成してい

る。日々の活動においては電力使用量の「見える化」をにより、冷暖房機器、照明の on-off による節電活

動は継続している。 

 

 

 

 

 

 

２）目標：ガソリン使用量（リットル）の削減 基準年度比 7％削減 （近距離・遠距離の区分廃止） 

項目 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 累計 

合計 

基準年度値 529 669 776 573 583 566 584 614 738 521 713 876 7,742 

目標値 492 622 721 533 543 526 543 571 686 485 663 815 7,200 

原単位実績値 234 438 411 403 410 286 330 215 405 387 337 361 4,217 

目標値比（累計） -52% -40% -41% -37% -35% -37% -37% -40% -40% -39% -40% -41% -41% 

結果 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

活動内容 出張や仕事場移動時の相乗り利用。 

評価 業務量の増加に伴う物流運搬や出張作業業務は増加したが、原単位評価基準では目標値はクリア

した。 
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二酸化炭素排出量(kg-CO2)の削減 基準年度比 7％削減 

項目 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 

基準年度値 16,681 18,061 14,926 14,653 12,449 12,067 

目標値 15,514 16,797 13,881 13,627 11,577 11,223 

実績値（原単位） 10,054 11,823 10,781 11,755 9,403 9,439 

目標値比（累計） - 35% -32 % - 29% - 26% - 25% - 23% 

結果 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

項目 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 累計 

基準年度値 19,227 19,369 17,102 16,777 14,362 15,878 191,553 

目標値 17,881 18,013 15,905 15,603 13,357 14,767 178,144 

実績値（原単位） 10,073 8,696 9,744 9,318 7,700 9,756 118,539 

目標値比（累計） - 27% - 31% - 32% - 33% - 33% - 33% - 50% 

結果 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

評価 当該年度も電気使用量とガソリン使用量の増加傾向により、二酸化炭素排出の絶対値が増加した。

それぞれ原単位基準に基づく評価により、目標値は達成した。  

電力の二酸化炭素排出係数：0.375(kg-CO2/kWh)  

 

２．廃棄物排出量の適切な管理及び削減  

１）目標：一般廃棄物分別の徹底と使用量削減。 

基準値（月）：段ボール(220kg)/雑誌・本類(150kg)/燃せるゴミ(200kg)  2017 年度目標：4％削減 

項目 
月間

目標 
1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 累計 結果 

段ボール原単位 211 274 290 209 317 208 249 173 201 386 457 131 443 3337 × 

雑誌･本類等 144 27 38 11 17 0 0 13 4 12 35 14 35 206 ○ 

燃せるごみ 192 55 55 49 86 93 71 65 43 110 119 30 72 850 ○ 

合計 547 356 383 270 420 301 320 251 248 508 611 176 549 4392 ○ 

活動内容 廃棄物分別の順守と排出量削減への意識付け。 

評価 

段ボールについては製造・製作品の増加に伴い使用量の抑制は難しく、売上高増加に伴う原単位評

価によっても目標値を上回った。その他の活動項目も含めた総排出量については抑制がなされ、目

標値を達成した。 

 

２）目標：コピー用紙購入量 (枚) の削減 基準年度比 5％削減(A4 換算)  

基準値の変更：製品カタログ作成、引合い・受注件数の増大によるコピー使用量の増加不可避の為 

（新基準値の設定： 月 20,000 枚、年間 240,000 枚 / 2017 年度は新基準値の 7％削減） 

 項目 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 累計 

基準年度値 20000 20000 20000 20000 20000 20000 20000 20000 20000 20000 20000 20000 240,000 

目標値 18600 18600 18600 18600 18600 18600 18600 18600 18600 18600 18600 18600 223,200 

実績値（原単位） 9677 10227 9184 12963 7104 9677 7595 7229 9767 9045 12207 8955 113,631 

目標値比（累計） -48 % -46 % -48 % -43 % -47 % -47 % -49 % -50 % - 50% -50 % -49 % -49 % -49 % 

結果 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

活動内容 ・裏紙の利用、両面コピーの徹底、ネットワーク情報の活用による、紙使用の低減など。 

評価 製造・製作品売上高の基準年度比により調整した原単位評価により目標値は達成した。 
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３．水道使用量の適切な管理  

取組項目：水道使用量 (㎥) の管理・抑制 基準値：50 ㎥/月 600 ㎥/年、2017 年度 4％削減）   

 項目 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 
10

月 

11

月 

12

月 
累計 

水道使用量 

基準値 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 600.0  

目標値 48.0 48.0 48.0 48.0 48.0 48.0 48.0 48.0 48.0 48.0 48.0 48.0 576.0  

実績値（原単位） 20.9 29.0 26.8 26.7 23.5 24.3 21.9 23.4 27.7 34.6 26.2 26.4 311.0 

結果 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

活動内容 節水シールの貼付、およびペットボトルの挿入によりトイレの排水/1 回の減水継続。 

毎週の水道使用量を計測し、異常事態発生の監視継続中。 

評価 使用状況に異常値なし。2017 年度目標は達成した。 

 

 

４．グリーン購入の推進 

取組項目：事務用品グリーン購入の推進 

     購入品の内グリーン調達代替品なしの品目があるため、活動対象を代替品有り品目に限定 

取組項目 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 累計 

比率 目標 93％ 92% 100% 100% 100% 100% 99% 97% 100% 100% 100% 100% 95%  98 % 

グリーン購入品 ￥ 21893 18137 17123 14371 10533 21834 20197 13246 14078 15048 20832 16844 204,136 

事務用品全額 ￥ 23773 18137 17123 14371 10533 22014 20869 13246 14078 15048 20832 17738 207,762 

活動内容 事務用品グリーン購入品目の拡大推進。 

評価 管理項目を代替品有りに限定している。2017 年度（比率 98％）も目標値は達成した。 

 

５．化学物質の適切な管理及び使用量の抑制 

取組項目：化学物質の適切な管理、および有害化学物質（ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ）使用停止。 

取組項目 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 累計 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ(kg) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

IPA(kg) 0 42 0 42 0 0 0 0 0 0 98 0 182 

活動内容 化学物質の管理適正化および使用量の抑制。代替品による有害化学物質の使用停止。 

評価 代替溶剤の導入によりジクロロメタン使用は停止している。ＩＰＡの使用量は前期(182kg)と同量

となった。取引品目の変化で治具類クリーニング作業はほぼなくなった。 

 

６．製品･サービス 

目標：環境負荷の少ない梱包 目標値設定による使用量の抑制 （基準値：60kg/月、2017 年度 4％削減） 

項目 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 

目標 kg 57.6 57.6 57.6 57.6 57.6 57.6 57.6 57.6 57.6 57.6 57.6 57.6 

目標累計 57.6 115.2 172.8 230.4 288.0 345.6 403.2 460.8 518.4 576.0 633.6 691.2 

実績、原単位評価 45.3 76.2 76.4 56.0 53.4 36.7 65.4 67.7 28.1 14.3 83.5 54.0 

原単位実績累計 45.3 149.9 203.2 313.6 324.9 304.9 339.1 387.2 480.9 535.1 577.9 669.6 

結果 ○ × × △ △ ○ △ △ ○ ○ △ ○ 

活動内容 梱包材の購入量の計測、目標値の設定による使用量の抑制。 

評価 原単位評価基準により 2017 年度に設定した目標値は達成済み。 
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━ 次年度（2018 年度）以降の取組み内容 ━ 

 

取組項目 今年度の取組み内容 

（１）二酸化炭素排出量の削減 

１）電力使用量の削減 生産増加見込み → ﾋﾟｰｸﾃﾞﾏﾝﾄﾞ管理 → 増加抑制。 

設備更新時は省エネ設備を検討し導入する。 

２）ガソリン使用量の削減 現在の活動を継続する。 

（２）廃棄物排出量の適切な管理及び削減 

１）一般廃棄物の適切な管理 産廃物の分別管理を基本とする現在の活動を継続する。  

２）コピー用紙購入量の削減 受注増加、商品販売開始→ｶﾀﾛｸﾞ印刷等による書類が増加し

ている。目標値が達成できるよう活動を継続する。 

（３）水道使用量の適切な管理 現在の活動を継続し、進捗を確認しながら目標を達成する。 

（４）グリーン購入の推進 代替品が有るものは活用する。2016 年度目標(92.0%)を

達成する。 

（５）化学物質 有害化学物質抑制活動継続する。 

（６）環境負荷の少ない梱包 自社設計・製造装置類の受注増加により使用量増加して

いる。原単位管理をしていく。 

 

 

━ 環境関連法規等の遵守状況、違反、訴訟の有無 ━ 

 

No 主要な法規 項目 確認内容 評価 

１ 

廃棄物処理法 一般廃棄物 契約書の確認 ○ 

産業廃棄物 
契約書の確認 ○ 

マニフェスト管理 ○ 

特別管理産業廃棄物 
契約書の確認 ○ 

マニフェスト管理 ○ 

２ グリーン購入法   ○ 

３ 消防法 防火管理者、消防計画 提出済 ○ 

 

環境関連法規等の遵守評価を行い、確認の結果、環境関連法規等に関する違反はありません。関係当

局による指摘もありません。環境関連に関して周辺住民からの苦情の発生・訴訟もありません。 
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━ 代表者による全体評価と見直し記録 ━ 

 

評価 

・環境規制のうち有害化学物質使用に対する規制は強化されておりますが、弊社においては製

品含有化学物質の管理体制を作るべく計画を立て進めているものの、現状では推進体制は未だ

十分ではありません。EA21の既存の活動も活かしながら、管理体制作りを推進していく事が必

要な状況です。 

 

・前回 2016 年度の結果の評価で危険物保管場所の管理において、溶剤の最大保管量の確認

と危険物保管方法の改善についての指摘が有りました。 その対応策としてエリア単位での

現状保管量の把握をし、それに基づく保管場所または使用場所での保管量の目安を設定し、

購入・保管時の基準量を設定しました。また危険物の保管方法の改善策として、直射日光を

受けず温度変化の少ない場所に保管庫を設置し、「有期溶剤保管場所」「火気厳禁」等の表示

を実行いたしました。 

 

見直し 

 

見直し（変更）が必要と判断した項目 

□ 環境方針の見直し（変更）が必要と判断しました。 

□ 環境目標、環境活動計画の見直し（変更）が必要と判断しました。 

□ 環境経営システム（マニュアル、運用手順等）の見直し（変更）が必要と判断 

しました。 

□ その他、            の見直し（変更）が必要と判断しました。 

見直しの内容（改訂文書名、改定内容 等）  特に無し。 

 

 


